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第
一
回
定
時
総
会
開
催 

  

平
成
26
年
５
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
京
王
ク
ラ
ブ
（
多
摩
市
関
戸
二
丁

目
）
に
於
い
て
、
会
員
25
名
出
席
の
も

と
第
１
回
定
時
総

会
を
開
催
し
た
。 

藤
川
幹
事
長

が
進
行
を
務
め
、

開
会
に
当
た
り
岩

渕
支
部
長
よ
り
「
昨
年
暮
れ
の
カ
レ
ン
ダ

ー
配
布
に
当
た
り
役
員
の
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓
多
摩
支
部
副
支

部
長
飯
田
光
宏
様
の
ご
臨
席
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
全
員
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
も
と
支
部
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま

す
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。 

続
い
て
ご
来

賓
の
飯
田
様
よ
り
「
記
念
す
べ
き
第
１
回

定
時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
ま
た
、

昨
年
の
多
摩
支
部
忘
年
会
は
多
摩
市
地

域
支
部
の
ご
協
力
に
よ
り
成
功
裏
に
終

了
で
き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
支
部
は
福
生
、
稲
城
地
域
支
部
が
加

わ
り
現
在
21
地
域
支
部
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
大
学
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は
全

体
で
３
割
、
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
５
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
女
性
取
り
込

み
活
動
の
展
開
無
く
し
て
、
活
動
の
活
性

化
が
図
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
安

田
多
摩
支
部
長
の
お
言
葉
『
理
想
は
高
く
、

身
は
低
く
』
の
信
念
の
も
と
多
摩
支
部
並

び
に
多
摩
市
地
域
支
部
の
発
展
を
目
指

し
て
活
動
を
進
め
て
頂
き
た
い
」
と
の
お

言
葉
を
頂
戴
し
た
。 

そ
の
後
、
議
案
審
議
を
行
い
、
平
成
25

年
度
各
部
会
活
動
報
告
、
平
成
26
年
度

各
部
会
活
動
計
画
案
そ
し
て
役
員
人
事

の
諸
議
案
は
、
全
員
異
議
な
く
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
た
。（
詳
細
は
議
事
録
参

照
） 

議
案
審
議
終
了
後
、
安
波
副
支
部

長
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
15
時

20
分
藤
川
幹
事
長
が
閉
会
を
宣
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
創
立
一
ヶ
年

間
を
振
り
返
り
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン

ゴ
で
盛
り
上
が
り
、
校
歌
斉
唱
で
祝
宴
は

終
了
し
た
。 

な
お
、役
員
の
任
期
は
４
年
で
あ
る
が
、

高
山
千
佳
歳
副
幹
事
長
が
３
月
に
大
阪

転
勤
と
な
り
、
同
職
は
後
任
が
決
ま
る
ま

で
の
間
不
在
と
な
る
。 

発 行  明治大学校友会東京都多摩支部多摩市地域支部    発行日 平成26年7月1日 
発行人  岩 渕 義 郎  住  所  多摩市愛宕2-2-4-303    Tel/Fax  042-356-2577 
 

 

明治大学校友会 東京都多摩支部 

多 摩 市 地 域 支 部  

紫  紺 
 

(第３号) 



明治大学校友会 東京都多摩支部 多摩市地域支部会報 紫紺 JUL.1.2014 

 

- 2 - 
 

    

・
紫
紺
カ
ラ
オ
ケ
会
毎
月
最
終
土
曜
日 

15:

30
～
ひ
じ
り
館 

会
費
500
円 

・
紫
紺
３
号
発
行 

・
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
武
蔵
野
工
場
見
学 

 

７
月
18
日(

金)

京
王
線
分
倍
河
原
駅 

南
ロ
ー
タ
リ
ー
前
９:

50
集
合 

・
ラ
グ
ビ
ー
・
六
大
学
野
球
観
戦 

そ
の
都
度
ご
案
内 

・
紫
紺
４
号 

１
月
中
旬
発
行
予
定 

 

・
明
大
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館 

 

２
月
見
学
予
定 

・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

 

３
月
28
日(

土)

昭
和
記
念
公
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

一
、
カ
ラ
オ
ケ｢

紫
紺
会｣

で 

交
流
深
ま
る
！！ 

寺
島 

忠
昭(

Ｓ
41
経
営) 

毎
月
最
終
土
曜
日
に
は
、
10
～
15
名

が
参
加
し
て
、
自
慢
の
の
ど
を
披
露
。
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

８
月
31
日
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
会
に
合

わ
せ
て
森
和
子
会
員
が
講
師
と
な
り
、
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
料
理
は
即
カ
ラ

オ
ケ
会
の
酒
肴
と
な
り
、
最
高
の
「
つ
ま

み
」
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

校
友
の
皆
さ
ん
、
一
度
是
非
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
当
日
直
接
参
加
歓
迎
。 

・
担 

当
：
企
画
部
会  

寺
島
・
伊
東
・
秋
山
・
山
下 

・
連
絡
先
：
寺
島 

☎042-371-5084 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tamahills-ponpoko@pg7.so-net.ne.jp 

 

二
、
盛
り
上
が
っ
た 

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

伊
東 

勝
義(

Ｓ
35
商) 

桜
も
開
化
し
た
３
月
29
日
、
立
川
の

昭
和
記
念
公

園
で
、
第
４

回
多
摩
地
域

支
部
対
抗
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。 当

日
は
各

地
域
支
部
を

代
表
し
て
、
14
地
域
支
部
62
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
そ
し
て
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ら

ぬ
デ
ィ
ス
ク
を
、
９
ホ
ー
ル
の
目
標
ゴ
ー

ル
目
掛
け
て
投
擲
し
、
歓
声
と
悲
鳴
と
興

奮
の
中
、
１
時
間
30
分
ほ
ど
で
無
事
終

了
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
公
園
内
を
散
策
し
た
後
、
立

川(

や
ぶ
砂)

に
移
動
し
、
懇
親
会
及
び
表

彰
式
を
実
施
。
優
勝
は
日
野
、
準
優
勝
は

青
梅
、
第
３
位
は
初
参
加
の
福
生
で
し
た
。 

今
回
初
め
て
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を
経
験

し
た
人
が
多
く
、
や
っ
て
み
る
と
意
外
と

面
白
い
と
の
感
想
も
多
数
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

来
年
度
は
多
摩
市
地
域
支
部
の
皆
さ

ん
の
多
数
参
加
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て

是
非
優
勝
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

 三
、
観
桜
会
開
催 秋

山 

隆
敬(

Ｓ
43
法) 

４
月
５
日
桜
ケ
丘
公
園
（
お
花
見
坂
）

に
於
い
て
会
員
15
名
参
加
の
も
と
観
桜

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
年
の
雨
天
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
好
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し

い
花
見
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
場
所
を

ひ
じ
り
館
に
移
し
、
カ
ラ
オ
ケ
三
昧
と
な

り
高
ら
か
に
校
歌
斉
唱
で
終
了
と
な
り
ま

し
た
。 

    

一
、
写
真
が
取
り
持
つ
縁 

矢
場 

岩
男(

Ｓ
43
商) 

全
日
写
連
・
永
山
ク
ラ
ブ
第
７
回
写
真

展
が
、
ベ
ル
ブ
永
山
３
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
１
月
31
日
か
ら
５
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
「
み
ど

り
の
保
育
園
」
石
橋
先
生
の
ご
縁
で
３
月

５
日
「
野
鳥
写
真
の
お
話
会
」
を
持
つ
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
も
多
摩
市
地
域
支
部
活

動
の
「
地
域
貢
献
に
資
す
る
」
と
の
会
則

に
基
づ
き
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
す
。 

み
ど
り
の
保
育
園
は
連
光
寺
３
丁
目

に
所
在
し
、
昭
和
49
年
４
月
園
児
60
名

で
開
園
さ
れ
、
３
年
ほ
ど
前
に
新
園
舎
が

竣
工
、
保
育
室
、
ホ
ー
ル
、
庭
園
等
が
完

備
さ
れ
た
認
可
保
育
園
で
す
。
現
在
は
０

～
５
歳
ま
で
の
園
児
120
名
。
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
預
か
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
当
日
、
発
熱
し
た
園
児
の

手
当
て
、
父
兄
と
の
連
絡
等
に
追
わ
れ
、

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
を
目
の
当
た
り
に

し
、
大
変
さ
が
分
か
り
頭
が
下
が
り
ま
し

た
。 

平
成
26
年
度 

事
業
計
画
抜
粋 

会
員
活
動
便
り 

平
成
25
年
度 

下
期
活
動
報
告 
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さ
て
、
説
明
に
当
た
り
先
ず
、
野
鳥
観

察
３
つ
の
約
束
①
餌
を
与
え
な
い
②
20

ｍ
以
上
離
れ
て
観
察
③
大
き
な
音
を
立

て
な
い
等
説
明
し
、
野
鳥
の
大
き
さ
を
認

識
す
る
た
め
ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
、
ハ
ト
か

ら
始
め
、
そ
ば
の
桜
ケ
丘
公
園
で
撮
っ
た

も
の
を
中
心
に
、
半
切
パ
ネ
ル
と
Ａ
４
判

プ
リ
ン
ト
総
数
約
50
種
を
説
明
し
ま
し

た
。
海
外
で
撮
っ
た
野
鳥
若
干
の
う
ち
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
飛
べ
な
い
野
鳥

「
カ
カ
ポ
」（
フ
ク
ロ
ウ
目
）
を
知
っ
て

い
る
園
児
に
は
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
今
日
の
野
鳥
の
話
で
鳥
の
名

前
を
一
つ
で
も
覚
え
て
も
ら
い
、
今
後
先

生
や
父
兄
と
一
緒
の
散
歩
で
野
鳥
を
見

か
け
た
ら
「
こ
の
小
鳥
は
○
○
と
言
う
ん

だ
よ
」
と
教
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
、
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
ま
た
持
参
し
た
パ
ネ

ル
写
真
（
半
切
）
数
枚
を
園
内
に
掲
示
さ

せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
差
し
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

園
児
は
皆
興

味
津
々
で
盛

ん
な
質
問
攻

め
に
あ
い
、

久
し
振
り
に

刺
激
と
元
気

と
や
る
気
を

貰
っ
た
次
第

で
す
。
終
了

後
、
添
加
物

の
少
な
い
国
産
食
材
で
園
こ
だ
わ
り
の
手

作
り
昼
食
を
園
児
と
一
緒
に
頂
き
ま
し
た
。 

帰
り
に
高
橋
誠
一
園
長
か
ら
「
第
２

回
」
も
宜
し
く
と
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た

が
、果
た
し
て
何
時
に
な
る
こ
と
や
ら
…
。 

 二
、「
写
真
で
つ
づ
る
自
分
史
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

私
の
履
歴
書
」 

寺
島 

忠
昭(

Ｓ
41
経
営) 

４
～
９
月
、
連
続
６
回
・
永
山
公
民
館

で
学
習
講
座
を
開
設
し
て
講
師
を
務
め

て
お
り
ま
す
。
毎
月
第
三
日
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
～
３
時
の
90
分
講
座
で
す
。

10
月
か
ら
は
第
２
回
も
企
画
し
て
お
り

ま
す
。
講
座
名
は
「
写
真
で
つ
づ
る
自
分

史
・
私
の
履
歴
書
」
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市

民
大
学
（
私
は
20
年
来
の
会
員
）
の
後

押
し
で
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。現
在
、

受
講
生
は
20
名
で
す
。 

若
干
、
経
緯
を
述
べ
る
と
、
３
年
前
の

東
日
本
大
震
災
で
命
の
は
か
な
さ
を
知
り

ま
し
た
。
当
時
、
私
は
67
歳
で
し
た
。

親
父
の
亡
く
な
っ
た
69
歳
ま
で
あ
と
２

年
、
自
分
の
命
が
あ
と
何
年
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
持
病
を
二
つ
も
持
っ
て
い
る
の

で
そ
ん
な
に
長
生
き
出
来
な
い
と
の
思
い

に
至
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
、
家
族
、
家
屋
を
流
さ
れ

途
方
に
暮
れ
て
い
る
大
勢
の
被
災
者
の
映

像
が
繰
り
返
し
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家

族
は
流
さ
れ
て
戻
っ
て
こ
な
い
中
で
、
ア

ル
バ
ム
だ
け
が

見
つ
か
り
、
泣

き
な
が
ら
水
で

泥
を
流
し
て
い

る
姿
に
思
わ
ず

涙
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
被
災

地
か
ら
大
量
の

ア
ル
バ
ム
、
写

真
の
修
整
・
加

工
の
依
頼
が
、

私
の
知
人
に
舞

い
込
ん
で
い
ま

し
た
。
彼
は
、

そ
れ
を
修
整
・
加
工
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
送
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
彼
が
仕
事
の
合
間
に
見
せ
て
く
れ
た

の
が
「
写
真
で
つ
づ
る
自
分
史
」
だ
っ
た

の
で
す
。
亡
く
な
っ
た
お
父
様
へ
捧
げ
る

「
追
悼
史
」
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
出
来
栄
え
に
感
動
し
ま
し
た
。
よ

し
、
自
分
も
親
父
・
お
袋
へ
の
追
悼
史
を

作
ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。 

し
か
し
、
先
ず
は
自
分
の
も
の
を
作
っ

て
か
ら
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
写
真

を
集
め
、
選
ぶ
作
業
が
大
変
で
し
た
。
写

真
を
年
代
順
に
並
べ
、年
代
、撮
影
場
所
、

一
緒
に
写
っ
て
い
る
人
の
名
前
、
人
間
関

係
、
思
い
出
、
当
時
の
考
え
方
、
人
生
観

等
を
10
～
20
行
記
す
の
で
す
。
最
初
は

一
人
娘
に
残
そ
う
と
し
て
作
り
始
め
た
の

で
す
が
、
段
々
、
こ
れ
は
人
生
の
棚
卸
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
人
生
の
反

省
記
」
な
の
で
す
。
昨
秋
、
日
蓮
宗
の
寺

院
活
性
化
コ
ン
ペ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
寺

さ
ん
に
近
隣
の
住
民
が
集
ま
り
、
自
分
史

作
り
を
す
る
と
い
う
企
画
を
投
稿
し
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
の
多
少
出
来
る
方
が
教
え

あ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く

な
り
、
お
寺
さ
ん
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
な
ん
と
こ
れ
が
入

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
多
少
自
信
が
つ
い

た
の
も
始
め
た
動
機
の
一
つ
で
す
。 

写
真
の
情
報
量
は
膨
大
で
す
。
昔
の
紙

焼
き
写
真
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
記
憶
が

鮮
明
に
蘇
り
ま
す
。
文
字
も
多
く
書
く
必

要
は
な
い
、写
真
が
物
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

自
分
史
は
自
分
の
「
生
き
ざ
ま
」
を
表
し

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る

機
会
に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の

作
品
を
通
じ
て
家
族
・
親
族
の
絆
が
深
ま

る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
講
座
を
通
じ
て
受
講
生
相
互
の
交
流

が
深
ま
れ
ば
幸
い
で
す
。こ
の
講
座
で
は
、

最
後
に
自
分
、
家
族
と
世
の
中
の
出
来
事

を
対
比
し
た
「
自
分
史
年
表
」
と
、
同
じ

よ
う
に
「
未
来
史
年
表
」
を
作
り
ま
す
。 

100
歳
迄
の
「
未
来
史
」
を
作
る
に
は
、

世
界
情
勢
を
読
み
解
く
頭
脳
が
必
要
で

す
。
ド
イ
ツ
の
中
年
男
性
で
、
世
界
記
憶
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会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉 

③ 

① 前穂高岳（北穂高岳） 

撮影者 鶴田 勇雄 

② カンムリカイツブリ（求愛給餌） 

撮影者 矢場 岩男 

力
大
会
で
連
続
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
頭
脳
活

性
化
の
秘
策
は
な
ん
と
毎
日
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
だ
け
、
そ
れ
も
た
っ
た
の
１
時
間
程

度
。
特
別
、
頭
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
や

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
れ
で
心
身
と
も

に
壮
健
な
健
康
を
維
持
し
て
い
る
の
で
す
。

私
も
、
毎
日
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
仲
間
と

の
「
時
事
放
談
」
で
100
才
迄
の
「
健
康

寿
命
」
を
目
指
し
ま
す
。 

 

三
、
我
が
闘
病
の
記 

杉
山 

喬(

Ｓ
45
工) 

思
い
が
け
な
い
こ
と
で
し
た
。
私
が
ま

さ
か
癌
に
罹
る
と
は
。
毎
年
人
間
ド
ッ
ク

に
、
そ
し
て
癌
と
診
断
さ
れ
た
１
年
半
前

に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
）

を
受
診
し
、
全
く
異
常
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。 

昨
年
10
月
に
喉
の
痛
み
で
４
つ
の
病

院
に
通
っ
た
挙
げ
句
、
12
月
の
誕
生
日

に
下
咽
頭
癌
と
告
げ
ら
れ
、
そ
れ
も
リ
ン

パ
線
、
甲
状
腺
に
転
移
し
ス
テ
ー
ジ
４
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
そ
の
当
時
ま
だ
仕
事
を
続
け
て
お

り
、
2014
年
３
月
末
で
勤
続
44
年
に
終
止

符
を
打
つ
予
定
で
し
た
。
退
職
ま
で
後
４

ヶ
月
を
残
し
て
の
癌
の
宣
告
、
入
院
・
手

術
・
療
養
を
経
て
の
職
場
復
帰
は
甚
だ
難

し
く
思
い
ま
し
た
。 

主
治
医
か
ら
は
、
手
術
に
よ
る
患
部
の

全
摘
出
か
放
射
線
治
療
か
の
何
れ
か
と

の
こ
と
。
前
者
の
手
術
で
は
声
帯
の
摘
出

で
声
を
失
う
こ
と
。
後
者
は
放
射
線
治
療

を
連
日
受
け
、
長
期
に
わ
た
る
治
療
、
と

同
時
に
再
発
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。 

そ
こ
で
私
は
主
治
医
の
「
悪
性
腫
瘍
を

完
全
に
取
り
除
け
ば
、声
を
失
う
も
の
の
、

今
ま
で
通
り
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
。」
の
一
言
で
、
家
内
の
同
意
の

下
、
手
術
の
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
夜
、
電
話
で
子
供
達
に
そ
の
旨
を

伝
え
ま
し
た
が
、
恐
ら
く
相
当
な
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
息
子
は
「
今
度

の
通
院
時
に
一
緒
に
行
っ
て
い
い
か
な
。」

と
息
子
が
直
接
主
治
医
に
確
認
し
た
い

ら
し
い
。
娘
は
「
手
術
す
れ
ば
絶
対
に
治

る
の
だ
ね
。」
の
念
押
し
。 

手
術
は
12
月
16
日
、
12
時
間
30
分

に
お
よ
び
ま
し
た
が
、
無
事
終
わ
り
、
そ

の
後
の
入
院
生
活
、
自
宅
療
養
、
職
場
復

帰
そ
し
て
退
職
と
、
想
像
以
上
の
順
調
な

快
復
ぶ
り
で
し
た
。
術
後
の
病
理
検
査
結

果
で
は
〝
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療
の
必

要
は
な
く
、
５
年
間
の
経
過
観
察
の
み
〟

と
の
報
告
を
受
け
安
堵
致
し
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
は
、
嚥
下
障
害
、
首
の
付

け
根
に
取
り
付
け
た
人
工
呼
吸
孔
に
よ
る

入
浴
制
限
な
ど
、
手
術
前
で
は
想
像
し
て

い
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
不
都
合
が
残
り
ま

し
た
。 

手
術
か
ら
半
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
で

は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
囲
碁
教
室
通
い
の
再
開
と
手
術
前

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
生
活
に
戻
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

校
友
会
の
活
動
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
で
は

長
時
間
の
集
中
力
を
維
持
す
る
だ
け
の
自

信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

半
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
べ
く
校
友

会
活
動
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
(

2014
年
５
月
31
日) 

    

残
念
な
が
ら
次
の
７
氏
が
体
調
不
良
や

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
会
さ
れ
ま
し
た
。 

堀
内
正
雄(

Ｓ
37･

商
）
牛
山
正
道(

Ｓ
26･

商
） 

土
田 

充(

Ｓ
33･

法
）
加
藤
雅
世(

Ｓ
38･

法
） 

小
西
弘
之(

Ｓ
62･

商
）
中
野
康
正(

Ｓ
33･

短
） 

石
渡
敏
夫(

Ｓ
39･

商
） 

会
員
数
97
名(

平
成
26
年
５
月
現
在) 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 

年
会
費
納
入
の
お
願
い 

未
納
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て

お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

充
実
し
た
体
験
記
に
感
動
！！！
（
や
） 

    

                           

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 


